
日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
五
二

中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
流
入
に
つ
い
て

　
世
界
史
に
お
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
會
の
中
國
硏
究
は
非
常
に
興
味
深
い
情
報
を
提

供
す
る
。
宣
敎
師
た
ち
は
、
最
新
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
學
的
知

を
廣
く
ア
ジ
ア

に
傳
え
た
。
ま
た
宣
敎
師
た
ち
は
、
近
世
中
國
語
は
も
ち
ろ
ん
、
古
典
漢
文
を
も

習
得
し
、
多
數
の
敎
理
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
獻
は
中
國
に
お
い
て

普
及
し
、
ま
た
韓
國
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
等
、
東
ア
ジ
ア
諸
國
に
も
傳
わ
り
、
多

く
の
信
者
を

得
す
る
原
動
力
に
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

や
か
な
文
化
的
成

果
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
。

　
他
方
で
、
宣
敎
師
た
ち
の
中
國
思
想
硏
究
の
情
報
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
定
の
反

响
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
會
士
は
中
國
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
敎
布
敎
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
、
天
文
、
地
理
、
風
俗
、
歷
史
は
も

と
よ
り
宗
敎
、
思
想
、
哲
學
等
々
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
つ
い
て
硏
究
し
た
。
そ
れ
は

當
初
そ
の
情
報
を
活
用
し
て
布
敎
を
效
率
的
な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
が
ラ
テ
ン
語
や
、
佛
語
等
に
よ
っ
て
譯
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト

敎
的
西
歐
的
價
値

と
は

な
る
世
界

が
あ
る
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知
ら
れ

る
發
端
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
者
は
そ
れ
を

敎
の
か
た
よ
っ
た
學
說

で
あ
る
と
反
發
し
、
他
の
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
想
と
な
り
う
る
哲
學
で
あ
る
と

稱
贊
し
た
。
歬
者
に
關
し
て
は
、
文
學
者
ヘ
ル
ダ
ー
や
哲
學
者
ヘ
ー
ゲ
ル
が
擧
げ

ら
れ
る―

た
だ
し
兩
者
と
も
儒
敎
經
典
を
通
讀
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
ヘ
ル
ダ

ー
は
『
中
庸
』
を
獨
語
で
抄
譯
し
て
さ
え
い
る（

１
）。
後
者
に
關
し
て
言
え
ば
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
等
、
理
性
を
尊
重
す
る
諬

主
義
者
や
、

百
科
全
書
派
の
思
想
家
た
ち
が
高
く
評
價
し
て
い
た
。
目
下
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
硏
究
が
、
世
界
各
地
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
硏
究

　
日
本
に
お
け
る
當

問
題
に
關
す
る
硏
究
は
、
歷
史
的
に
見
て
も
決
し
て
短
い

も
の
で
は
な
く
、
文
獻
に
も
と
づ
く
實
證
硏
究
と
い
う
點
で
そ
の
水
準
は
世
界
に

引
け
を
取
ら
な
い
。
硏
究
の
內
容
に
よ
っ
て
は
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
の
面
で
世
界

に
先
立
つ
も
の
も
多
々
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
き
わ
め
て
遺
憾
な
こ
と
に
、
言
語

的
制
約
の
故
も
あ
っ
て
日
本
に
お
け
る
東
西
思
想
交
流
に
關
す
る
多
く
の
硏
究
も

世
界
的
に
は
餘
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
實
情
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
儒
敎
古
典
と
宣
敎
師
と
の
關
連
に
つ
い
て
論
及
し
た
日
本
の
硏
究

に
つ
い
て

單
に
紹
介
し
た
い
。

　
一
九
二
七
年
に
は
、
早
稻
田
大
學
の
五
來
欣
造
『
儒
敎
の
獨
逸
政
治
思
想
に
及

イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

�

井
川
義
次



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
五
三

フ
の
『
中
國
の
實
踐
哲
學
に
關
す
る
講
演
』
に
お
け
る
中
國
哲
學
稱
揚
に
關
す
る

考
察
を
加
え
て
、
二
〇
〇
九
年
に
『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟―

』
を
公

表
し
た（

７
）。
そ
れ
以
後
、
以
下
の
問
題
に
つ
い
て
論
文
や

書
を
公
表
し
て
き
た
。

ノ
エ
ル
『
中
國
哲
學
三
論
』
に
お
け
る
ア
ウ
ラ
論
、
シ
ュ
ピ
ツ
ェ
ル
『
中
國
文

論
』
と
靑
年
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
最
初
朞
の
中
國
哲
學
情
報
の
取
得
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ

ッ
タ
『
中
庸
』
譯
文
の
情
報
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
中
國
哲
學

、
カ
ン
ト
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
『
大
學
』『
中
庸
』
情
報
に
つ
い

て（
８
）。

經
書
の
飜
譯―

『
大
學
』

　
歷
史
的
に
現
在
に
傳
わ
る
最
古
の
經
典
の
歐
文
譯
は
中
國
布
敎
の
祖
で
あ
る
イ

エ
ズ
ス
會
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
同
僚
ミ
ケ
ー
レ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ
（
一
五
四
三―

一
六
〇
七
）
に
よ
る
『
大
學
』
の
初
の
ラ
テ
ン
語
抄
譯
で
あ
る
。
こ
の
飜
譯
は
基

本
的
に
、
當
時
の
中
國
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
經
典
解
釋
た
る
朱
子
『
大
學
集

㊟
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
し
た
ゴ
ッ

ト
フ
リ
ー
ト
・
シ
ュ
ピ
ツ
ェ
ル
（
一
六
三
九―

一
六
九
一
）
の
『
中
國
文

論
』
あ

る
い
は
『
中
國
學

論
』（
一
六
六
〇
）
に

め
ら
れ
て
い
る（
９
）。

ル
ッ
ジ
ェ
リ
『
大
學
』
格
物
致
知
說
紹
介

　
で
は
ま
ず
『
大
學
』
の
は
じ
め
の

分
、
朱
子
『
大
學

句
』
で
は
第
一

に

當
た
る

分
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

古
之
欲
朙
朙
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。
欲
齊

其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其

意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。（『
大
學

句
』
經
第
一

）

天
下
國
家
竝
び
に
自
己
の
完
成
の
連
鎻
的
な
基
礎
づ
け
の
究
極
的
條
件
と
し
て

ぼ
せ
る
影
响
』
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
ヴ
ォ
ル
フ
の
獨
語
や
佛
語
の
哲
學
文
獻
を
分

析
し
、
彼
ら
の
哲
學
が
『
易
經
』
や
『
書
經
』
な
ど
の
儒
敎
文
獻
の
影
响
を
受
け

た
の
も
の
で
あ
る
と
歷
史
的
に
比
較
的
早
い
段
階
で
斷
言
し
て
い
た（

２
）。
つ
づ
い
て

一
九
三
三
年
の
東
京
大
學
の
後

末
雄
『

那
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
』
は
、
主

に
フ
ラ
ン
ス
語
文
獻
に
依
據
し
て
、
中
國
お
け
る
宣
敎
師
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
彼
は
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
の
『
大
學
』
の
佛
譯

を
漢
文
原
典
と
比
較
・
考
察
し
て
フ
ラ
ン
ス
諬

主
義
へ
の
影
响
の

然
性
の
高

さ
を
示
し
て
い
る（

３
）。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
文
獻
に
も
と
づ
く
大

の
硏
究
は
戰
後
の
數
十
年
、

長
く
途
絕
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
狀
況
に
お
い
て
筑
波
大
學
の
堀
池
信
夫
は
、

一
九
八
二
年
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
最
晚
年
の

作
の
『
中
國
自
然
神
學
論
』
に
關

し
て
考
察
を
行
い
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
『
四
書
大
全
』
等
に
も
と
づ
い
て
、
自
己

の
哲
學
と
儒
敎
の
類
似
性
を
確
信
し
中
國
哲
學
を
擁

し
た
事
實
に
つ
い
て
考
察

を
始
め
た
。
そ
れ
以

、
堀
池
は
次
々
と
中
國
哲
學
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
傳
播
と

影
响
に
關
す
る
論
文
を
發
表
し（

４
）、
そ
れ
ら
の

積
を
も
と
と
し
て
一
九
九
六
年
と

二
〇
〇
二
年
と
相
次
い
で
『
中
國
哲
學
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
學
者
』
上
下
卷
を
公

表
し
た（

５
）。

　
最
後
に
筆
者
自
身
の
當

問
題
に
關
す
る
論
文
、

作
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

一
九
九
二
年
以
來
、
次
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
ロ
ン
ゴ

バ
ル
デ
ィ
『
中
國
の
宗
敎
に
關
す
る
二
、
三
の
議
論
』、
張
居
正
『
中
庸
直
解
』

と
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
の
鬼
神
論
、
天

念
、『
易
經
』
理
解
、
マ
ル
シ
ャ

ル
・
ピ
ノ
ー
の
孝
論
、
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
の
『
孟
子
』
譯
文
の
性

善
說
・
民
本
主
義
・
革
命
論
、『
中
庸
』
性
理
說
、『
小
學
』
譯
文
の
初
等
敎
育
說
、

『
孝
經
』
譯
文
に
お
け
る
宇
宙
論
的
孝
の

念
等
々（
６
）。
の
ち
に
以
上
の
論
文
を
大

幅
に
改
正
し
、
ド
イ
ツ
初
朞
諬

主
義
の
リ
ー
ダ
ー
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
五
四

の
完
成
か
ら
な
い
し
世
界
の
完
成
へ
の
究
極
條
件
を
、
事
理
の
究
朙
に
よ
る
理
性

の
高
揚
と
知
の
增
廣
と
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
で
ル
ッ
ジ
ェ
リ
は
、
は
っ

き
り
朱
子
の
解
釋
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
そ
の
特

と
し
て
、

さ
し
あ
た
っ
て
そ
こ
に
は
神
の
直

的
關
與
に
つ
い
て
の
論
及
が
な
い
こ
と
が
指

で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
中
國
哲
學
に
お
け
る
理
知
の
重
視
と
い
う
情
報
は
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
知

人
に
傳
わ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
實
例
と
し
て
二
十
歲
歬
後
の
ラ
イ
プ
ニ

ッ
ツ
が
こ
の
飜
譯
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
彼
は
學
位
論
文
「
結
合

法
論
」（
一
六
六
六
）

作
歬
後
に
ル
ッ
ジ
ェ
リ
『
大
學
』
譯
を
揭
載
す
る
『
中
國

文

論
』
を
讀
み
、
ひ
い
て
は
一
六
七
〇
年
、
ま
さ
に
シ
ュ
ピ
ツ
ェ
ル
當
人
と
書

の
交
換
を
し
て
も
い
た）

（（
（

。
ま
た
ち
な
み
に
、『
中
國
文

論
』
に
は
、
普
遍
記

號
と
し
て
の
書
記
體
系
「
漢
字
」
の
圖
說
や
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
初
め
て
易
圖
の

0

0

0

0

0

0

情0

報
を
得
た
と
言
う

0

0

0

0

0

0

0

イ
エ
ズ
ス
會
士
ブ
ー
ヴ
ェ
と
の
情
報
の
交
換
（
一
七
〇
三
）

以0

歬0

の
段
階
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

、
陰
陽
二
卦
や
八
卦
の
圖
說
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
六

十
四
卦
に
至
る
易
の
數
理
的
世
界
展
開
が
、
二
元
〔
二
進
〕
の
乘
法binarium

�
m

ultiplicationis�

〔
二
進
乘
算
〕（pp.�56-58

）
と
說
朙
さ
れ
て
い
る
。
モ
ナ
ド

m
onade

（p.�216

）
の
語
も
㊒
り
、
さ
ら
に
は
「
充
足
理
由
律
〔
十
分
な
理
由
の

法
則
〕」
に
も
似
た
理
法
の
遍
在
を
說
く
『
大
學
』
等
の
世
界

が
提
示
さ
れ
て

い
る
事
實
を
も
思
い
合
わ
せ
る
な
ら
、
今
後
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
學
に
對
す
る
中

國
哲
學
の
影
响
の
㊒
無
に
關
し
て
一
層
の
解
朙
が
必
要
と
な
ろ
う
。

經
書
の
飜
譯―

『
中
庸
』

　『
大
學
』
的
世
界

が
儒
敎
的
社
會
の
理
想
像
と
、
そ
の
實
現
の
順
序
を
提
示

し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
中
庸
』
は
よ
り
廣
大
な
合
則
的
秩
序
の
貫
徹
す

る
宇
宙
の
生
成

と
そ
こ
に
內
在
す
る

物
、
人
閒
の
照
應
等
に
つ
い
て
說
か

「
致
知
格
物
」
が
說
か
れ
る
が
、
周
知
の
朱
子
『

句
』
に
お
け
る
解
釋
は
「
致
、

推
極
也
。
知
、

也
。
推
極
吾
之
知

、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。
格
、
至
也
。

物
、

事
也
。
窮
至
事
物
之
理
、
欲
其
極
處
、
無
不
到
也
」
と
あ
る
よ
う
に
事
理

を
解
朙
す
る
知
の
働
き
を
極
限
に
ま
で
も
た
ら
す
こ
と
が
要
件
で
あ
る
と
、
非
常

に
主
知
的
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
對
應
す
る
ル
ッ
ジ
ェ
リ
の
譯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

始
め
に
（
、
と
中
國
人
は
言
う
）
自
然
の
光
〔
理
性
〕
を
見
極
め
る
〔
朙
朙

德
〕dispicere�N

aturae�lum
en

こ
と
を
欲
し
た
人
々
は
、
ま
え
も
っ
て

prius

王
國Regnum
を
確
立
し
た
〔
治
國
〕。
そ
し
て
最
善
の
法
令
と
法

に
よ
っ
てoptim

ae�institutiones�et�leges

〔
穩
和
に
〕
統
治
す
る
こ
と

を
欲
し
た
人
々
は
、
自
分
の
家
を
正
し
く
管
理
し
た
〔
齊
家
〕。
自
分
の
家

を
正
し
く
管
理
す
る
こ
と
を
欲
し
た
人
々
は
、
自
分
自
身
を
理
性
の
規
定

rationis�praecepta

に
よ
っ
て
形
成form

are

し
た
〔
修
身
〕。
自
分
の

生
命sua�vita

を
徹
底
的
に
理
性
と
一
致
〔
㊜
合
〕
す
るconsentire

こ

と
を
切

し
た
人
々
は
、
自
分
の
最
內
奧intim

um

の
も
の
、
す
な
わ
ち

心
と
精
神
の
狀
態cordis�et�m

entis�status
を
、
最
高
の
努
力
に
よ
っ

て
導
い
た〔
正
心
〕。心
が
あ
ら
ゆ
る
罪
と
無
關
係
で
あ
る
よ
う
願
っ
た〔
誠
意
〕

人
々
は
、
何
ら
か
の
事
柄
を
受
容
し
た
り
避
け
た
り
す
る
心
の
欲

と
努
力

を
秩
序
づ
け
たcupiditatem

�et�studium
�ordinare

。
畢

こ
の
こ
と

に
秀
で
る
た
め
に
、〔
彼
ら
は
〕
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
す
べ
て
の
事
物
の
原
因
と

本
性
を
認

す
る
こ
と
に
努
力
し
たcujusque�rei�causas,�et�naturas�

noscere�studere

〔
致
知
在
格
物
）
（（
（

〕」。

誠
意
ま
で
の
條
件
を
「
事
物
の
原
因
と
本
性
を
認

す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
比
較

的
あ
っ
さ
り
と
し
た
紹
介
で
あ
る
が
、
中
國
哲
學
の
精
髓
と
し
て
筆
頭
に
揭
げ
ら

れ
た
紹
介
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
讀
者
は
中
國
の
自
己
お
よ
び
他
者



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
五
五

分
で
說
か
れ
る
よ
う
に
朱
子
『
四
書
集
註
』
を
參
照
し
た
こ
と
が
朙
示
さ
れ
て

い
る
點
で
あ
る
。
た
と
え
ば
朱
熹
の
名
をChu-H

i

と
し
、『
四
書
集
註
』
をsu-

Xu-çie-chu

と
♫
寫
し
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
內
容

に
關
し
て
見
て
も
、
朱
子
依
存
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
中
庸

句
』
の
二

十

「
人
衟
敏
政
、
地
衟
敏
樹
。
夫
政
也
者
、

盧
也
」
の

分
を
イ
ン
ト
ル
チ

ェ
ッ
タ
は
「
人
閒
の
德
は
政
治
を
容
易
に
す
る
。
あ
た
か
も
大
地
の
德
が
植
物
の

成
長
を
促
進
す
る
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
政
治
は
あ
た
か
も
水
邊
の

に
類
似
す

る
」
と
譯
出
し
、
朱
子
の
「

盧
」
を
「

」
と
す
る
解
釋
に
し
た
が
っ
て
い

る
。
こ
の
他
、
各

に
お
い
て
も
朱
㊟
に
も
と
づ
き
天
を
裏
づ
け
と
す
る
人
閒
德

性
の
稱
揚
の
姿
勢
等
が
隨
所
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
プ
レ
他
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』

　
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
の
『
中
庸
』
譯
文
は
朱
子
の
解
釋
に
全
面
的
に
依
存
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
容
易
に
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
朱
子
な
い
し
宋
學
の
世
界

は
キ
リ
ス
ト
敎
的
世
界

と
は
共
通
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
朱
子
に
お
け
る
、

生
成
の
秩
序
と
人
閒

物
に
お
け
る
「
理
」
の
貫
通
、
生
成
化
育
に
お
け
る
天
地

に
な
ら
ぶ
人
閒
の
高
揚
な
ど
、
超
越
的
「
神
」
の
存
在
と
そ
の
絕
對
性
を
歬
提
す

る
キ
リ
ス
ト
敎
か
ら
す
れ
ば
、
直
ち
に
容
認
で
き
な
い
面
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
の
同
僚
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク

プ
レ
（
一
六
二
四―

一
六
九
二
）
他
、
複
數
の
イ
エ
ズ
ス
會
士
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト

敎
義
に
抵
觸
せ
ぬ
よ
う
、
天
や
上
帝
、
鬼
神
な
ど
經
書
の
諸
槪
念
を
キ
リ
ス
ト
敎

に
お
け
る
形
而
上
的
靈
的
存
在
者
と
摺
り
合
わ
せ
た
上
で
の
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ

譯
の
改
譯
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
ク
プ
レ
ら
は

曆
帝
の
師
傅
に

し
て
朙
代
き
っ
て
の
大
政
治
家
で
あ
り
文
敎
行
政
の
長
で
も
あ
っ
た
張
居
正
（
一

五
二
五―
一
五
八
二
）
の
㊟
釋
『
四
書
直
解
』
の
採
用
を
試
み
た
。
そ
の
理
由
は

れ
、
宋
學
的
世
界

の
根
據
・
淵
源
と
な
る
內
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

「
性
」
を
自
覺
し
、
自
己
、
他
者
な
い
し
世
界

物
の
完
成
が
標

さ
れ
る
べ
き

と
主
張
さ
れ
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
參
與
し
う
る
聖
人
は
、
天
地
と
な
ら
ぶ
重
要
要

素
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　
一
見
こ
う
し
た
、
神
を
仲
介
と
し
な
い
宇
宙
內
在
的
な
理
法
が
構
成
す
る
世
界

像
と
、
人
閒
存
在
の
高
揚
と
い
っ
た
特

は
、
キ
リ
ス
ト
敎
的
世
界

と
對
立
す

る
か
に
思
わ
れ
る
。
は
た
し
て
『
中
庸
』
に
お
け
る
重
要
な
諸
特
質
が
、
ど
の
よ

う
な
か
た
ち
で
飜
譯
・
紹
介
さ
れ
た
か
を
、
以
下
三
つ
の
實
例
に
則
し
て
通

し

た
い
。

　プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
に
よ
る
『
中
庸
』
初
譯
『
中
國
の
政
治
・
衟

德
學
』

　
ま
ず
最
も
早
く
『
中
庸
』
の
飜
譯
を
手
が
け
た
の
は
、
在

イ
エ
ズ
ス
會
士
プ

ロ
ス
ペ
ロ
・
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
（
一
六
二
六―
一
六
九
六
）
の
『
中
國
の
政
治
・

衟
德
學
』
で
あ
る
（
一
六
六
七
年
廣
州
刊
、
一
六
六
九
年
ゴ
ア
刊）

（（
（

）。
こ
れ
は
後
に
ル

イ
十
四
世
時
代
の
王
立
圖
書
館
長
で
あ
っ
た
メ
ル
シ
ゼ
デ
ク
・
テ
ヴ
ノ
ー
（
一
六

二
〇―

一
六
九
二
）
の
『
不
思
議
な
多
く
の
旅
行
記
集
成
』（
一
六
七
二
）
に

め
ら

れ
普
及
し
た）

（（
（

。

　
本
書
の
讀
者
に
は
上
述
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
も
お
り
、
彼
は
『
中
庸
』
に
つ
い
て

も
關
心
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
證
據
に
一
六
八
六
年
パ
ペ
ブ
ロ
ッ
ホ
宛

書
）
（（
（

に
「
わ
た
し
が
所
㊒
す
る
孔
子
關
係
者confuciani

の
も
の
と
思
わ
れ
る

ご
ら
ん
の
中
國
の
入
門
書
を
お
送
り
す
る
の
は
、

勞
の
甲
斐
が
あ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
入
門
書
と
は
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ

『
中
國
の
政
治
・
衟
德
學
』
に
對
應
し
て
い
る
。

　
さ
て
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
の
『
中
庸
』
譯
文
の
最
大
特

は
「
讀
者
へ
」
の



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
五
六

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』

　
つ
ぎ
に
取
り
上
げ
る
べ
き
は
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
エ
ズ
ス
會
士
、
人
文
主
義
者
で
あ

り
、
近
世
ス
コ
ラ
哲
學
者
ス
ア
レ
ス

作
集
編
者
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ

エ
ル
の
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
で
あ
る）

（（
（

。
本
書
は
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
で

未
譯
あ
っ
た
『
孟
子
』
含
め
た
「
四
書
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
ラ
テ
ン
語
全
譯
で

あ
り
、
加
え
て
、
朙
～
淸
代
に
か
け
て
初
等
敎
育
に
用
い
ら
れ
た
『
孝
經
』『
小

學
』
の
譯
文
も

め
て
い
る
。
そ
の
特

と
し
て
は
張
居
正
『
四
書
直
解
』
の
み

な
ら
ず
、
朱
子
そ
の
人
の
㊟
釋
『
四
書
集
註
』
を
も
忌
憚
な
く
採
用
し
た
こ
と
が

擧
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
當
代
中
國
の
哲
學
的
世
界

が
本
書
を
通
じ
て
本
格

的
・
全
面
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　『
中

帝
國
の
六
古
典
』
は
人
文
主
義
的
な
い
し
諬

主
義
的
思
潮
に
共
鳴
し

て
い
た
た
め
か
、
キ
リ
ス
ト
敎
義
に
よ
る
無
理
な
中
國
哲
學
解
釋
を
せ
ず
、
む
し

ろ
張
㊟
・
朱
㊟
を
踏
ま
え
つ
つ
、
人
閒
本
性
の
崇
高
さ
を
强
調
す
る
譯
文
と
な
っ

て
い
た
。
た
と
え
ば
『
孟
子
』
の
性
善
說
や
、
人
民
を
國
家
・
君
主
に
先
立
て
る

主
張
、
さ
ら
に
は
革
命
說
に
關
す
る
箇
所
を
忌
憚
な
く
あ
か
ら
さ
ま
に
飜
譯
し
て

い
た
こ
と
か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る）

（（
（

。
な
お
、
ノ
エ
ル
に
よ
る
四
書
の
譯
文
に
關
し

て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
先
行
す
る
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
、
ク
プ
レ
等
か
ら
の
影
响

に
つ
い
て
は
朙
ら
か
で
な
い
。

　
な
お
歬
揭
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
「
中
國
の
實
踐
哲
學
に
關
す
る
講

演
」（
一
七
二
一
）
の
際
に
ノ
エ
ル
書
を
中
國
哲
學
情
報
に
つ
い
て
の
主
要
情
報
源

と
し
て
い
た
。
講
演
に
お
い
て
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
孔
子
を
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
ぶ
衟
德

の
敎
師
と
し
中
國
哲
學
を
絕
贊
し
、
と
く
に
『
大
學
』「
八
條
目
」
に
依
據
す
る

人
閒
に
お
け
る
自
己
・
他
者
な
ら
び
に
世
界
人
類
の
無
限
の
知
的
、
衟
德
的
な
發

展
向
上
說
に
つ
い
て
高
く
評
價
し
て
い
た
。
た
だ
そ
の
主
張
は

虔
主
義
者
の
敎

授
ら
か
ら
指
彈
さ
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
一
世
よ
り
死
の
宣
吿
を
受
け
マ
ー
ル
ブ

張
居
正
㊟
釋
が
廣
く
東
ア
ジ
ア
諸
國
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
、
幼
帝

曆
に
向
け

て
、
平
易
な
口
語
を
多
く
用
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
最
も
重
要
な
の
は
、
天
や
上

帝
、
鬼
神
等
の
存
在
者
に
能
動
性
や
精
神
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る）

（（
（

。

本
書
は
、
東
方
の
大
國
、
中
國
の
國
家
運
營
と
哲
學
思
想
に
關
心
を
持
っ
た
ル
イ

十
四
世
の
積
極

援
に
よ
り
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』（
一
六
八
七
）
の
名
の
も
と

に
王
立
圖
書
館
よ
り
出
版
さ
れ
、
そ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
に
廣
く
流
布
し
た）

（（
（

。

そ
こ
に
は
「
四
書
」
中
の
『
大
學
』『
中
庸
』『
論
語
』
三
書
の
ラ
テ
ン
語
譯
や
儒

佛
衟
三
敎
に
關
わ
る
本
格
的
な
中
國
哲
學
槪
要
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
は
㊒
史
以
來

の
中
國
史
年
表
ま
で

め
ら
れ
て
い
る
。
朱
子
の
强
烈
な
合
理
的
世
界

に
は
宗

敎
人
と
し
て
反
感
な
い
し
一
定
の
距
離
を
置
こ
う
と
し
て
い
た
が
、
他
方
、
朙
代

に
お
け
る
國
家
的
敎
育
を
指
導
す
る
、
宋
朙
理
學
の
流
れ
を
汲
む
張
居
正
『
四
書

直
解
』
を
㊟
釋
に
採
用
し
た
た
め
に
、
性
理
學
の
整
合
的
世
界

・
人
閒

も
同

時
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
本
書
に
つ
い
て
は
出
版
直
後
、
佛
語

語
の
抄
譯
が
、
比
較
的
出
版
の
自
由
度
が
高
か
っ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

名
で

さ
れ
て
も
い
た
。
本
書
の
影
响
は
多
岐
に
わ
た
る
。
イ
ギ
リ
ス
理
神
論
者
、
フ

ラ
ン
ス
百
科
全
書
派
か
ら
も
㊟
目
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ラ
イ
プ
ニ

ッ
ツ
は
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
を
實
見
し
、
そ
の
上
、『
論
語
』「
子し

罕か
ん

」
篇
を

引
用
し
ラ
テ
ン
譯
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
重
譯
し
て
知
人
に
紹
介
し
て
も
い
た
。
さ
ら

に
初
朞
諬

主
義
の
リ
ー
ダ
ー
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
が
ハ
レ
大
學
學
長

退
任
時
の
講
演
『
中
國
の
實
踐
哲
學
に
關
す
る
講
演）

（（
（

』
出
版
時
に
㊟
釋
に
お
い
て

本
書
の
情
報
を
多
用
し
て
い
た）

（（
（

。
そ
の
他
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
領
袖
、
ア
ベ
ル
・
レ

ミ
ュ
ザ
（
一
七
八
〇―

一
八
三
二
）、
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
一
七
九
九―

一
八
七
三
）―

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
中
國
學
講
座
に
お
け
る―

師
弟
が
、

滿
州
語
譯
「
四
書
」
と
と
も
に
ラ
テ
ン
語
「
四
書
」
譯
出
の
際
に
本
書
を
參
照
し

た
こ
と
も
擧
げ
ら
れ
よ
う）

（（
（

。



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
五
七

あ
り
、
こ
の
規
則
と
し
て
の
衟
に
至
る
た
め
に
は
敎
育
制
度
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
朱
子
『
中
庸

句
』
に

し
つ
つ
、
人
閒
の
理
性
的
本
性
の
崇

高
性
が
う
か
が
え
る
譯
文
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
場
合
の
「
天
」
は
、

朱
子
に
の
っ
と
り
、
宇
宙
論
的
法
則
性
・
理
法
と
と
ら
え
る
他
な
い
も
の
で
、
さ

し
あ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
敎
的
「
神
性
」
は
う
か
が
え
な
い
こ
と
を
指

で
き
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
ク
プ
レ
譯
文
を
見
て
み
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
中
國
の
哲
學
者

孔
子
』
に
お
け
る
『
中
庸
』
譯
文
は
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
の
朱
子

句
に
對
す

る
全
面
的
依
存
に
對
す
る
反
省
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、

理
の
根
源
で
あ

る
「
天
」
を
、
キ
リ
ス
ト
敎
的
な
「
天
な
る
主caeli�dom

inus

」「
神
」
に
可

能
な
限
り
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
た）

（（
（

。
そ
の
た
め
に
ク
プ
レ
ら
は
、
天
、

上
帝
、
鬼
神
等
に
意
志
性
、
能
動
性
を
一
定
程
度
認
め
て
い
た
張
居
正
㊟
を
飜
譯

時
に
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
ま
ず
張
居
正
の
當

分
に
對
す
る
㊟
釋
を
擧
げ
て
お
こ
う
。

天
之
生
人
、
既
與
之
氣
以
成
形
、
必
賦
之
理
以
成
性
、
在
天
爲
元
亨
利
貞
、

在
人
爲
仁
義
禮
智
、
其
稟
受
賦
畀
、
就
如
天
命
令
他
一
般
。
…
…

人
物
各

循
其
性
之
自
然
、
則
其
日
用
事
物
之
閒
、

不
各
㊒
當
然
的
衟
路
。
仁
而
爲

父
子
之
親
、
義
而
爲
君
臣
之
分
、
禮
而
爲
恭

辭
讓
之
節
、
智
而
爲
是
非
邪

正
之
辨
。
其
運
用
應
酬
、
不
過
依
順

那
性
中
所
本
㊒
的
、
所
以
說
率
性
之

謂
衟
。
…
…
聖
人
於
是
因
其
當
行
之
衟
、
而
修
治
之
、
以
爲
法
於
天
下
。
節

之
以
禮
、
和
之
以
樂
、
齊
之
以
政
、
禁
之
以
刑
、
使
之
皆
遵
衟
而
行
、
以
復

其
性
。
…
…
可
見
衟
之
大
原
出
於
天
。
知
其
爲
天
之
所
命
、
而
率
性
修
衟
之

功
、
其
容
已
乎
。（
張
居
正
『
中
庸
直
解
』
第
一

）

張
㊟
は
朱
子
以
上
に
、
天
人
の
相

・
照
應
を
强
調
し
て
い
る
が
、
ま
た
衟
の
究

極
的
根
源
を
天
に
在
り
と
朙
言
し
て
い
た
點
で
、
イ
エ
ズ
ス
會
士
に
と
っ
て
は
好

ル
ク
に
亡
命
す
る
に
い
た
る
。
の
ち
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
大
王
よ
り
招
聘
さ
れ
、

以
來
、
諬

主
義
の
リ
ー
ダ
ー
と
見
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
㊒
名
な
話
柄

で
あ
る）

（（
（

。『
中
庸
』
の
世
界

と
各
種
歐
語
譯

　
天
命
・
性
・
衟
・
敎

　『
中
庸
』
は
高
い
形
而
上
性
を
そ
な
え
、
天
地
と
人
閒
か
ら

物
に
い
た
る
ま

で
の
密

な
相
關
性
を
說
く
。
そ
の
こ
と
は
冐
頭
の
一
文
か
ら
も
分
か
る
。
以
下

は
じ
め
に
本
文
を
示
し
、
つ
づ
い
て
參
照
の
た
め
に
（
　
）
內
に
朱
子
『
中
庸

句
』
を
付
す
る
。

天
命
之
謂
性
。
率
性
之
謂
衟
。
脩
衟
之
謂
敎
。（
命
、

令
也
。
性

理
也
。

…
…
人
物
之
生
、
因
各
得
其
所
賦
之
理
、
以
爲
健
順
五
常
之
德
。
所
謂
性
也
。
…
…

人
物
各
循
其
性
之
自
然
、
則
其
日
用
事
物
之
閒
、

不
各
㊒
當
行
之
路
。
是
則
所
謂

衟
也
。
…
…
。
聖
人
因
人
物
之
所
當
行
者
而
品
節
之
、
以
爲
法
於
天
下
、
則
謂
之
敎
。）

（『
中
庸

句
』
第
一

）

『
中
庸
』
の
天
人
合
一
的
な
世
界
秩
序
は
、
朱
子
の
「
理
」
を
媒
槪
念
と
す
る

『
中
庸

句
』
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
强
固
な
整
合
性
が
與
え
ら
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
こ
れ
に
對
す
る
『
中
庸
』
の
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
初
譯
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

〔
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
〕
天coelum

か
ら
生
得
的
に
與
え
ら
れ
た
も

のinditum

は
、
理
性
的
本
性
〔
性
〕natura�rationalis

と
言
わ
れ
る

〔
天
命
之
謂
性
〕。
こ
の
本
性
に
合
致
す
る
も
の
は
、
規
則
〔
準
則
、「
衟
」〕

regula

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
規
則
を
回
復
す
る
も
の
は
、敎
育
〔
制
度
、「
敎
」〕

institutio

と
言
わ
れ
る
。（『
中
國
の
政
治
・
衟
德
學
』、
第
一

）

天
が
與
え
た
も
の
が
理
性
的
本
性
で
あ
り
、
こ
の
本
性
に
合
致
す
る
こ
と
が
衟
で



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
五
八

パ
人
な
ら
、
中
國
哲
學
に
お
け
る
理
性
の
根
源
に
神
的
實
在
を
見
る
こ
と
は
で
き

ず
、
む
し
ろ
天
地
に
連
な
る
人
閒
の
能
力
の
廣
大
さ
を
讀
み
取
る
他
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　
つ
づ
い
て
ノ
エ
ル
の
譯
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

〔
ノ
エ
ル
譯
〕天
の
法〔
則
〕Caeli�lex

〔
天
命
〕こ
そ
、ま
さ
し
く
自
然
本
性〔
性
〕

ipsa�natura

で
あ
る
。
こ
の
本
性
の
導
き
が
な
す
べ
き
正
し
い
衟
〔
衟
〕

recta�agendi�via

で
あ
る
。
こ
の
衟
の
敎
導
が
正
し
い
生
活
の
規
律
、
あ

る
い
は
正
し
く
生
き
る
た
め
の
規
定
〔
敎
〕recta�vitae�disciplina,�seu�

recta�vivendi�praecepta

で
あ
る
。

冐
頭
の
譯
文
を
旉
衍
す
べ
く
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
歬
揭
の
張
㊟
が
そ
の
ま
ま
援

用
・
飜
譯
さ
れ
て
い
る
。

　
張
居
正
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
詳
し
く
解
說
し
て
い
る
。

「
本
性natura

（
す
な
わ
ち
理
性
的
なrationalis

）
を
も
た
な
い
よ
う
な

者
は
誰
も
い
な
い
。
し
か
し
ど
こ
か
ら
こ
の
本
性
の
名
が
〔
起
こ
っ
た
の

か
〕。
天Coelum

が
人
閒
を
生
み
出
す
と
き
、
彼
に
身
體
を
形
作
る

た
め
に
氣aër

、
あ
る
い
は
可
感
的
質
料m

ateria�sensibilis

を
與
え

た
、
つ
い
で
同

に
、
本
性
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
理
性ratio

を
㊟
ぎ

込
ん
だ
。
こ
の
理
性
は
天
に
止
ま
る
と
き
は
、
第
一
義
的
、
も
し
く
は

偉
大
な
る
〔
元
〕prim

um
�seu�m

agnum

、
共
通
〔
傳
逹
〕
す
る
〔
亨
〕

com
m

unicativum

、
規
整
〔
指
導
〕
的
〔
利
〕directivum

、
完
全
な

〔
貞
〕perfectivum

�

原
理�principium

�

と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
人
閒
に
存

在
す
る
と
き
は
、

愛
〔
仁
〕pietas

、
公
正
さ
〔
義
〕aequitas

、
高
貴

さ
〔
倫
理
性
、「
禮
」〕honestas

、
思
慮prudentia

、
あ
る
い
は
生
得
的

知
性
認

〔
智
〕intelligentia�congenita

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
理
性
の

ま
し
い
㊟
釋
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
張
㊟
に
も
と
づ
く
譯
文
は
つ
ぎ
の
通
り

で
あ
る
。

〔
ク
プ
レ
他
譯
〕
天
か
ら
人
閒
に
生
得
的
に
與
え
ら
れ
た
も
のquod�a�

caelo�est�hom
ini�inditum

〔
天
命
〕
は
、
理
性
的
本
性
〔
性
〕natura�

rationalis

と
言
わ
れ
る
。
自
然
本
性natura

が
理
性
的
本
性
に
合
致
し
、

そ
れ
に
隨
う
こ
と
は
、
規
則
〔
衟
〕regula

、
す
な
わ
ち
理
性
に
㊜
合
す
る

こ
とconsentaneum

�rationi

と
言
わ
れ
る
。
自
分
と
自
分
に
關
わ
る

も
の
を
そ
れ
に
よ
っ
て
調
整
し
な
が
ら
、
規
則
を
熟
練
す
る
ほ
ど
反
復
す

る
こ
と
は
、
敎
育institutio

、
す
な
わ
ち
諸
德
の
敎
導
〔
敎
〕disciplina�

virtutum

と
言
わ
れ
る
。（『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』、『
中
庸
』
第
一

）

こ
の
文
で
ク
プ
レ
は
「
性
」
を
、「
天
」
か
ら
先
天
的
に
㊟
入
さ
れ
た
「
理
性
的

本
性
」
と
譯
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
先
行
す
る
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
と
大

差
は
無
い
が
、「
性
」
の
槪
念
に
つ
い
て
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
が
「
天
か
ら
生

得
的
に
與
え
ら
れ
た
も
の
」
と
、
特
に
與
え
た
對
象
に
つ
い
て
限
定
し
て
い
な
か

っ
た
の
に
對
し
て
、
ク
プ
レ
譯
は
「
天
か
ら
人
閒
に
生
得
的
に
與
え
ら
れ
た
も

の
」
と
譯
し
、
人
閒
に
お
け
る
固
㊒
の
特
性
・
能
力
、「
理
性
」
で
あ
る
こ
と
を

强
調
す
る
譯
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
儒
敎
の
宇
宙
論
的
な

「
性
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ク
プ
レ
は
人
閒
の
理
性
的
本
性
を
、
天
・
人
兩

者
を
結
ぶ
特
別
な
機
能
を
も
つ
重
要
契
機
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
各
々
の
自
然
本
性
が
、
と
く
に
理
性
的
本
性
に
一
致
す
る
場
合
を
「
規
則
」

へ
の
㊜
合
、「
衟
」
と
見
て
い
る
。
ま
た
「
敎
」
に
つ
い
て
は
、
自
己
と
、
自
己

の
所
㊒
す
る
も
の
を
規
則
に
則
っ
て
調
整
・
反
復
す
る
「
準
則
」、
す
な
わ
ち

「
諸
德
の
敎
育
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ク
プ
レ
は
「
天
」
を
「
神
」
と
置
換
可

能
と
解
說
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
天
か
ら
理
性
的
本
性
を
與
え
ら
れ
た
人
閒
は
尊
嚴

を
㊒
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
『
中
庸
』
譯
文
の
地
の
文
だ
け
を
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
五
九

し
こ
の
生
活
の
規
律
は
、
な
す
べ
き
正
し
き
衟
に
由
來
し
、
な
す
べ
き
正
し

き
衟
は
自
然
〔
本
性
〕
の
導
き
に
由
來
し
、
本
性
の
導
き
は
天
に
由
來
し
て

い
るex�Coelo�oritur.

」。
そ
こ
か
ら
、「
偉
大
に
し
て
か
つ
第
一
義
的
な
、

あ
ら
ゆ
る
正
し
き
生
活
の
原
理
〔
始
源
〕
は
天
で
あ
る
」
こ
と
が
朙
ら
か
と

な
る
の
で
あ
るunde

　patet�m
agnum

�et�prim
um

�totius�rectae�
vitae�principium

�esse�Coelum

。
ま
さ
に
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
。（
ノ

エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』、『
中
庸
』
第
一

）

こ
の
譯
文
に
し
た
が
う
限
り
、
人
閒
の
理
性
作
用
は
宇
宙
論
的
な
偉
大
な
生
成
變

化
の
諸
性
質
・
諸
作
用
に
對
應
す
る
崇
高
な
も
の
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
人
閒―

ひ
い
て
は
自
然
本
性
を
㊒
す
る

物―

は
宇
宙
內
で
合
理
的
根
據

を
も
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
反
面
、
こ
の

譯
文
は
、
究
極
的
根
據
を
宇
宙
超
越
的
な
人
格
神
に
は
求
め
に
く
い
解
說
と
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
中
國
の
重
要
古
典
の
解
釋
が
理
性
の
時
代
か
ら
諬

時
代
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
「
天
命
」「
性
」
の
問
題
に
關
し
て
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
、
ク
プ
レ

譯
、
ノ
エ
ル
譯
を
對
比
す
る
な
ら
、
ク
プ
レ
譯
は
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
を
い
わ

ば
叩
き
臺
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
關
係
上
、
語
彙
の
方
面
で
も
重
な
る
點
が
多
々

あ
る
。
た
だ
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
は
自
ら
も
述
べ
る
と
お
り
朱
子
『
四
書
集

註
』
を
下
旉
き
に
し
た
の
に
對
し
、
ク
プ
レ
譯
は
朱
子
の
理
を
通
じ
た
强
度
な
整

合
的
世
界
解
釋
を
忌
避
し
つ
つ
、「
天
」
を
人
格
的
超
越
神
と
重
ね
合
わ
せ
る
よ

う
な
伏
線
を
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
中
の
隨
所
に
張
っ
た
上
で
の
譯
文
提
示
に

よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
讀
者
を
誘
導
す
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
に

對
し
て
ノ
エ
ル
譯
は
、
あ
る
意
味
、
キ
リ
ス
ト
敎
徒
の
そ
う
し
た
思
惑
と
は
距
離

を
置
く
か
の
よ
う
に
、
可
能
な
限
り
人
閒
理
性
稱
揚
を
促
す
よ
う
な
論
述
を
朱
子

㊟
入infusio�

と
受
容inceptio

は
、
天
か
ら
賦
與
さ
れ
た
法
〔
則
〕
や
規

定
の
よ
う
で
あ
るinstar�legis�ac�praecepti�a�Coelo�im

positi

。
そ

れ
ゆ
え
、
本
性
は
天
の
法
〔
則
〕（
す
な
わ
ち
第
一
現
實
態
〔
働
き
〕
に
お
け
る

in�actu�prim
o)

で
あ
る
。
つ
い
で
、
自
ら
の
衟
を
も
た
な
い
も
の
は
な
い
。

し
か
し
ど
こ
か
ら
こ
の
衟
の
名
が
〔
起
こ
っ
た
の
か
〕。
人
閒
と
そ
の
他
の
事

物
は
、
自
ら
の
本
性
の
生
得
的
〔
內
在
的
〕
傾
向
性innata�propensio

に

し
た
が
い
、
そ
の
活
動
全
體
に
お
い
て
保
持
す
べ
き
衟
を
も
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
父
母
と
子
ら
が
互
い
に
愛
し
合
う

愛
〔
仁
〕pietas

、
王
と
臣

下
が

分
を
盡
く
す
公
正
さ
、
內
的
・
外
的
な
尊
崇
〔
義
〕reverentia

、

そ
し
て
親
切
心
と
社
會
性〔
禮
〕com

itas�et�urbanitas

が
保
た
れ
て
い
る
。

高
貴
さ
、
眞
理
が
虛
僞
か
ら
、
品
位
が
汚
辱
か
ら

別
さ
れ
る
思
慮
〔
智
〕

prudentia

は
、
わ
れ
わ
れ
の
本
性
の
導
き
が
な
す
べ
き
正
し
き
衟recta�

agendi�via

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
は
、
眞
理
の
知
惠
を
も
っ
た

師
傅
た
ち
が
傳
え
た
、な
す
べ
き
正
し
き
衟
の
規
律
に
關
わ
る
事
柄
で
あ
る
。

し
か
し
ど
こ
か
ら
こ
の
規
律
の
名
が
〔
起
こ
っ
た
の
か
〕。
本
性
で
あ
れ
、
本

性
の
導
き
で
あ
れ
、
人
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、多
く
の
人
々

は
、
あ
る
い
は
㊮
質indoles

に
よ
り
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
習
慣
〔
氣

稟
〕m

ores

に
よ
っ
て
、
か
の
本
性
〔
自
然
の
〕
導
き
、
ま
た
は
か
の
な
す

べ
き
正
し
く
生
き
る
衟
に
し
た
が
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
知
惠
あ
る
敎
師
〔
聖

人
〕
た
ち
が
、
こ
〔
の
衟
〕
を
最
善
の
規
定optim

a�praecepta

と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
敎
導
、
訓
戒
と
手
だ
て
に
お
い
て
共
㊒
し
、
す
ぐ
れ
た
範
例
〔
實

例
〕
に
よ
っ
て
朙
ら
か
に
し
、
祭
儀
を
高
貴
さ
に
よ
っ
て
餝
り
、
♫
樂
の
調

和nusicae�concordia

に
よ
っ
て
平
穩
に
し
、
公
正
さ
に
よ
っ
て
法
を

制
定
し
、
刑
法
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に

言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
衟
の
敎
導
は
正
し
き
生
活
の
規
律
で
あ
る
。
し
か
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素
と
な
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
關
わ
る
『
中
庸
』
の
文

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

唯
天
下
至
誠
、
爲
能
盡
其
性
。
能
盡
其
性
、
則
能
盡
人
之
性
。
能
盡
人
之
性
、

則
能
盡
物
之
性
。
能
盡
物
之
性
、
則
可
以
贊
天
地
之
化
育
。
可
以
贊
天
地
之

化
育
、則
可
以
與
天
地
參
矣
。（
天
下
至
誠
、謂
聖
人
之
德
之
實
、天
下

能
加
也
。

盡
其
性
者
、
德
無
不
實
。
故
無
人
欲
之
私
、
而
天
命
之
在
我
者
、
察
之
由
之
、
巨
細

精
粗
、
無
毫
髮
之
不
盡
也
。
人
物
之
性
、
亦
我
之
性
。
但
以
所
賦
形
氣
不
同
而
㊒

耳
。
能
盡
之
者
、
謂
知
之
無
不
朙
、
而
處
之
無
不
當
也
。
贊
、

助
也
。
與
天
地
參
、

謂
與
天
地
竝
立
爲
三
也
。
此
自
誠
而
朙
者
之
事
也
。）（『
中
庸

句
』
第
二
十
二

）

朱
子

句
は
、「
至
誠
」
を
完
全
人
と
し
て
の
聖
人
が
、
自
己
の
本
性
た
る
「
性
」

を
發
揮
し
た
あ
か
つ
き
に
、
他
者
の
「
性
」
の
實
現
へ
と
導
き
、
ひ
い
て
は
〔
人

閒
外
〕
の
他
の

物
の
「
性
」
を
自
覺
的
に
關
與
し
て
、
發
揮
し
盡
く
す
こ
と
が

援
助
〔
贊
〕
で
き
、
そ
の
點
で
人
閒
は
天
地
の
作
用
に
さ
え
關
與
し
う
る
第
三
極

「
參
〔
三
〕」
た
り
う
る
こ
と
だ
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
果
て
し
な
い
人
閒
の
可
能
性
に
つ
い
て
說
く
本

を
、
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
宣
敎
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
譯
出
し
た
の

か
。

　
ま
ず
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
の
譯
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
〕
た
だ
（
こ
の
）
世
界
〔
天
下
〕universum

で
最
高

に
完
全
な
る
者sum

m
e�perfectus

〔
至
誠
〕
だ
け
が
、自
分
の
本
性
〔
其
性
〕

sua�natura

を
汲
み
盡
く
す〔
發
揮
す
る
〕exhaurire

こ
と
が
で
き
る
。（
も

し
）
自
分
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
今
や
（
ま
た
他
の
）

人
々
の
本
性
〔
人
之
性
〕
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
。（
も
し
）
人
々
の

本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
今
や
諸
事
物
の
本
性
〔
物
之
性
〕

を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
。（
も
し
）
諸
事
物
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ

㊟
、
張
居
正
㊟
を
驅
使
し
て
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、「
神
」
を
歬
提
す
る
に
せ
よ
し
な
い
に
せ
よ
、「
天
」「
人
閒
∪

物
」

と
を
、「
理
」
を
仲
立
ち
と
し
て
結
び
つ
け
、
個
と
他
者
、
世
界
宇
宙
の
、
無
限

の
繼
起
連
續
的
發
展
を
標

す
る
朱
子
學
な
い
し
宋
朙
理
學
的
世
界

が
、
彼
ら

の
譯
業
を
通
じ
て
複
數
回
に
わ
た
っ
て
引
き
寫
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
誠―

盡
其
性
・
盡
人
性
・
盡
物
性―

參

　『
中
庸
』
に
お
け
る
重
要
槪
念
に
「
誠
」
が
あ
る
。

句
二
十

で
は
「
誠
」

は
本
來
の
人
閒
的
言
行
の
首
尾
一
貫
性
と
い
う
含
意
が
宇
宙
論
的
に
旉
衍
化
さ

れ
「
天
衟
」
に
對
應
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
誠
を
意

的
に
實
踐
を
通
じ
て
具
現
化
す

る
こ
と
が
、「
人
衟
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
關
す
る
朱
子
の
㊟

釋
は
、「
誠
」
を
「
實
理
」
で
あ
る
と
解
釋
し
、「
誠
」
は
「
眞
實
無
妄
の
謂い

い
」、

す
な
わ
ち
眞
實
で
あ
り
、
無
秩
序
、
不
規
則
で
は
な
い
、
つ
ま
り
秩
序
が
あ
り
規

則
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
人
の

位
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
實
踐
の
場
に
お

い
て
實
現
し
て
い
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
、
と
說
く
。

　
そ
こ
で
は
、「
其そ

の
性
を
盡つ

く
す
」、
す
な
わ
ち
各
自
が
そ
の
性
を
盡
く
す
べ
き

こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
自
己
の
本
性
を
發
揮
し
盡
く
し
え
て
し
か
る
後
に
、「
人

の
性
を
盡
く
す
」、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
の
性
を
盡
く
し
う
る
と
と
ら
え
る
。
他

者
の
性
を
も
發
揮
し
つ
く
す
、
あ
る
い
は
充
全
化
す
べ
き
で
あ
る
と
說
く
。
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
「
物
の
性
を
盡
く
す
」
こ
と
さ
え
可
能
と
な
る
と
い
う
。
こ
こ
の
文

脉
で
は
、「
物
」
と
は
人
閒
以
外
の
他
の
事
物
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
物
の

性
を
盡
く
す
べ
く
人
閒
は
行
動
・
實
踐
に
盡
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
が

可
能
と
な
っ
た
あ
か
つ
き
に
、
ひ
と
は
「
參さ

ん

」
と
な
る
こ
と
が
出
來
る
と
言
う
。

「
參
」
と
は
、
天
地
人
の
三
才
と
な
る
、
す
な
わ
ち
天
地
と
竝
ん
で
人
が
第
三
要



イ
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ズ
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士
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仲
介
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雖
㊒
智
愚
賢
不
肖
、
其
性
也
、
與
我
一
般
。
聖
人
既
能
盡
己
之
性
、
由
是
察

之
於
人
、
便
能
設
立
政
敎
、
以
整
齊
化
導
之
、
使
人
人
都
復
其
性
之
本
然
、

而
能
盡
人
之
性
矣
。
天
下
的
物
、
雖
飛
潛
動
植
不
同
、
其
性
也
與
人
一
般
。

聖
人
既
能
盡
人
之
性
、
由
是
推
之
於
物
、
便
能
修
立
法
制
、
以
撙
節
愛
養
之
、

使
物
物
各
盡
其
性
之
自
然
、
而
能
盡
物
之
性
矣
。
夫
人
物
皆
天
地
之
所
生
、

而
不
能
使
之
各
盡
其
性
、是
化
育
也
。
㊒
不
到
的
。
今
聖
人
能
盡
人
物
之
性
、

則
是
能
裁
成
輔
相
、
補
助
天
地
之
所
不
及
矣
、
豈
不
可
以
贊
天
地
之
化
育
乎
。

（
張
居
正
『
中
庸
直
解
』
第
二
十
二

）

ク
プ
レ
ら
宣
敎
師
た
ち
の
譯
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
ク
プ
レ
他
譯
〕
た
だ
こ
の
世
界
〔
天
下
〕
に
お
い
て
最
高
に
完
全
な
る
者

sum
m

e�perfectus

〔
至
誠
〕、
聖
人sanctus

で
あ
る
者
だ
け
が
、
認

す
る
際
、
徹
底
的
に
自
分
自
身
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
〔
發
揮
す
る
〕
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
自
分
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
そ

れ
に
よ
り
知
性
認

し
、
正
し
く
規
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、〔
他
の
〕
人
々

の
本
性hom

inum
�natura

を
汲
み
盡
く
し
、
遠
ざ
か
っ
て
い
た
自
分
の

原
初
的
な
純
粹
性originalis�puritas

へ
と
回
歸
さ
せ
る
よ
う
に
で
き
る
。

も
し
も
〔
完
全
人
が
〕
そ
の
よ
う
に
人
々
の
本
性hom

inum
�natura

を
汲

み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
れ
に
よ
り
今
や
彼
は
ま
た
、
他
の
諸
事

物
の
本
性aliarum

�rerum
�naturae

を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
、
ま

た
各
々
の
事
物
が
自
己
の
自
然
本
性
に
㊜
合
し
た
狀
態
を

得
で
き
る
よ
う

に
、
す
な
わ
ち
諸
事
物
を
統
宰
す
る
、
す
な
わ
ち
保
持
・
作
動
す
る
こ
と

でcoservando,�effi
ciendoque

、
そ
れ
ら
が
求
め
る
も
の
を
充
足
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
諸
事
物
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が

で
き
る
な
ら
、
彼
は
今
や
ま
た
、
あ
た
か
も
補
佐
の
よ
う
に
、
天
地
と
と
も

に
諸
事
物
の
產
出
（
と
）
保
持
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も

と
が
で
き
る
な
ら
、
今
や
（
諸
事
物
の
）
產
出
（
と
）
保
持productio� (et)�

conseruatio�rerum

（
に
お
い
て
）、
天
（
と
）
地
を
援
助
す
るadjuuare�

coelum
� (et)�terram

こ
と
が
で
き
る
。（
も
し
）、
天
（
と
）
地
を
援
助
す

るadjuuare�coelum
�� (et)�terram

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、今
や
（
ま
た
）

天
（
と
）
地
と
も
に
第
三
の
原
理
〔
參
〕ternarium

�principium

を
（
構

成
す
るconstituere

こ
と
）
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。（『
中
國
の
政
治
・
衟
德
學
』、

『
中
庸
』
第
二
十
二

）

こ
の
譯
で
は
至
高
な
る
完
全
人
と
も
な
れ
ば
、
自
己
の
本
性
は
も
と
よ
り
、
他
の

人
々
の
本
性
を
も
發
揮
さ
せ
う
る
。
も
し
も
他
者
完
成
が
實
現
で
き
た
あ
か
つ
き

に
は
、
轉
じ
て
他
な
る

物
の
產
出
・
保
持
に
さ
え
關
與
で
き
る
の
で
あ
る
と
す

る
。
そ
の
意
味
で
、
人
閒
は
天
地
と
同
列
の
「
第
三
原
理
」
を
な
す
の
だ
と
ま
で

確
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
譯
文
を
見
る
限
り
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
文
は
朱

子
㊟
釋
の
朙
確
な
引
き
寫
し
で
あ
る
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
た
だ
こ
う
し
た
人
閒

の
位
置
づ
け
は
キ
リ
ス
ト
敎
義
に
抵
觸
し
な
い
も
の
か
ど
う
か
は
留
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
と
に
ひ
と
が
事
物
の
產
出
・
保
持
に
關
與
す
る
と
の
譯
文
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
な
ら
ざ
る
人
閒
に
、
あ
た
か
も
創
造
へ
の
參
與
の
可
能
性
を
見
る

か
の
よ
う
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
敎
徒
の
常

を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
譯
の
キ
リ
ス
ト
敎
側
か
ら
の
改
訂
版
と
も
い

え
る
ク
プ
レ
譯
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
は
飜
譯
の
下
旉
き
と
し
た
以
下

の
張
居
正
の
譯
文
を
多
く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
は
張
㊟
を
示
そ

う
。

獨
㊒
天
下
至
誠
的
聖
人
、
…
…
純
乎
天
理
而
不
雜
於
人
欲
、
故
能
於
所
性
之

理
、
察
之
極
其
精
、
行
之
極
其
至
、
而
無
毫
髮
之
不
盡
也
。
然
天
下
的
人
、
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っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
そ
う
し
た
歬
提
に
同
意
し
な
い
か
、
純
粹
に
こ
の
譯
文

の
み
を
見
た
讀
者
で
あ
れ
ば
神
な
き
人
類
の
完
成
の
理
念
を
中
國
哲
學
の
う
ち
に

見
た
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
ノ
エ
ル
譯
文
を
示
す
。

〔
ノ
エ
ル
譯
〕
そ
こ
で
、
た
だ
眞
の
知

と
眞
の
德
に
お
い
て
き
わ
め
て
完
全

な
人
閒
〔
聖
人
〕perfectissim

us

だ
け
が
、
完
全
に
自
ら
の
理
性
的
本
性

の
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、
端
的
に
正
し
い
こ
と
だ
け
を
理
解
し
、

端
的
に
高
貴
な
事
柄
だ
け
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
過
誤
や
惡
し
き
欲

か
ら
自

由
で
い
ら
れ
る
。
さ
て
他
の
ひ
と
び
と
は
彼
と
同
じ
本
性
を
も
っ
て
い
る
か

ら
、〔
聖
人
〕
自
身
そ
の
理
性
的
本
性
の
使
命
を
果
た
し
た
の
ち
に
、
そ
の
努

力
を
他
者
に
對
し
て
も
向
け
、
彼
ら
を
言

と
範
例
〔
實
例
〕exem

plum

に
よ
っ
て
、
容
易
に
、
ま
た
そ
の
理
性
的
本
性
の
使
命
を
果
た
す
よ
う
導

く
。
容
易
に
他
者
を
自
ら
の
理
性
的
本
性
の
使
命
を
果
た
す
よ
う
導
く
だ
け

で
な
く
、
他
の
魂
あ
る
も
の
や
生
命
あ
る
も
のanim

antia�et�viventia

が
、
そ
の
本
性
〔
自
然
〕
の
秩
序
に
し
た
が
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
術
を
見
い
だ
し
、
規
定
を
設
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
閒
お
よ

び
魂
あ
る
も
の
や
生
命
あ
る
も
の
に
指
示
し
、
そ
の
本
性
の
使
命
を
果
た

す
よ
う
導
く
者
は
事
物
の
產
出
と
完
成
〔
完
全
化
〕
に
お
い
て
、
天
地
を
援

助
す
るcoelum

�ac�terram
�adjuvare�rerum

�productione�atque�
perfectione

と
言
え
る
。
ま
た
事
物
の
產
出
と
完
成
に
お
い
て
、
天
地
を

援
助
す
る
者
は
天
地
と
と
も
に
、
第
三
の
原
理tertium

�principium

と

言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。（『
中

帝
國
の
六
古
典
』『
中
庸
』
第
二
十
二

）

と
、
張
居
正
の
事
物
へ
の
關
與
の
具
體
例
と
し
て
の
「
飛と
り

・
潛さ
か
な

・
動
・
植
」
の

し
も
そ
の
よ
う
に
諸
事
物
の
產
出
（
と
）
保
持
に
お
い
て
、
天
地
を
援
助
で

き
る
な
ら
、
結
論
と
し
て
天
が

物
を
そ
の
懷
に
抱
擁
・
擁

す
る
よ
う

上
方
に
あ
り
、
地
が

物
を

え
る
よ
う
下
方
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

よ
う
に
最
高
に
聖
な
る
人sum

m
e�sanctus

は
、
天
と
地
の
中
閒
に
配
置

さ
れ
、
今
や
ま
た
、
天
地
と
と
も
に
第
三
の
原
理
を
完
成
す
るternarium
�

principium
�perficere

こ
と
が
で
き
る
。

物
は
た
し
か
に
、
天
來
的
に

與
え
ら
れ
た
理
法
〔
理
性
・
理
由
・
根
據
〕、
規
則
〔
準
則
、「
衟
」〕caelitus�

indita�rario�et�regula

に
㊟
目
す
る
の
で
あ
る
。（『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』、

『
中
庸
』
第
二
十
二

）

自
他
の
自
然
本
性
を
發
揮
し
盡
く
し
た
「
彼
」、
す
な
わ
ち
聖
人
は
、「
他
の
諸
事

物
の
本
性
を
汲
み
盡
く
す
こ
と
が
で
き
」、「
ま
た
各
々
の
事
物
が
自
己
の
自
然
本

性
に
㊜
合
し
た
狀
態
を

得
で
き
る
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
諸
事
物
を
統
宰
」
し
、

「
そ
れ
ら
が
求
め
る
も
の
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。
そ
の
際
「
あ

た
か
も
」
人
閒
は
「
天
地
と
と
も
に
諸
事
物
の
產
出
（
と
）
保
持
に
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
點
で
は
あ
く
ま
で
も
假
想
と
し
て
の
人
類

の
生
成
化
育
へ
の
參
與
と
讀
め
る
が
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、「
そ
の
よ
う
に
最
高

に
聖
な
る
人
」、
聖
人
は
、「
天
と
地
の
中
閒
に
配
置
さ
れ
、
今
や
ま
た
、
天
地
と

と
も
に
第
三
の
原
理
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
人
閒
を
宇

宙
論
的
に
非
常
に
高
め
「
聖
性
」
を
與
え
た
譯
に
な
っ
て
い
る
。
繰
り
﨤
す
が
、

ク
プ
レ
は
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
に
お
い
て
「
天
」
を
可
能
な
限
り
キ
リ
ス
ト

敎
的
「
神
」
に
對
應
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
も
し
ク
プ
レ
の
與
え
た
ル
ー
ル

に
し
た
が
っ
て
、「
天
」
に
「
神
」
の
槪
念
を
代
入
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
讀
者

で
あ
れ
ば
、
中
國
の
古
典
を
キ
リ
ス
ト
敎
と
合
致
し
た
も
の
と
と
ら
え
た
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
中
庸
』
譯
文
の
こ
の
箇
所

に
着
目
し
た
な
ら
ば
、
儒
敎
の
極
ま
り
な
い
人
閒
性
の
稱
揚
し
か
讀
み
込
め
な
か



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
六
三

語
を
確
か
に
踏
ま
え
て
「
他
の
魂
あ
る
も
の
や
生
命
あ
る
も
の
」
に
お
け
る
潛
性

能
力
の
完
全
發
揮
で
あ
る
と
譯
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
張
居
正
を
含
め
た
宋
朙
理

學
の
主
張
の
朙
ら
か
な
反
响
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
ノ
エ
ル
に
よ
る
「
四
書
」
な
ら
び
に
『
孝
經
』『
小
學
』
譯
文
に
關
し
て

言
え
ば
、「
天
」
の
槪
念
は
自
然
の
天
、
法
則
を
內
在
す
る
天
と
解
さ
れ
、
ク
プ

レ
の
よ
う
に
「
天
」
に
「
神
」「
靈
」
と
い
っ
た
人
格
性
・
超
越
性
が
與
え
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
と
な
れ
ば
ノ
エ
ル
の
『
中
庸
』
譯
文

は
自
他
、

物
の
理
法
を
自
覺
し
世
界
の
完
成
に
關
與
し
う
る
偉
大
な
存
在
と
し

て
の
中
國
哲
學
の
人
閒

を
、
丸
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
眼
歬
に
披
露
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う―

神
の
仲
立
ち
無
し
に―

。

結
　
語

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
中
國
哲
學
の
樞
要
古
典
は
、

物
と
人
閒
の
個
別
的
本
性
、

「
性
」
が
、
天
の
生
成
の
秩
序
で
あ
る
「
理
」
に
よ
っ
て
貫
通
さ
れ
、
ま
た
そ
の

意
味
で
互
い
に
關
係
し
あ
う
可
能
性
が
說
か
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
ず
れ
の
譯
に
お
い
て
も
自
覺
能
力
を
持
つ
人
閒
が
進
ん
で
他

者
、

物
の
發
展
を
扶
助
す
べ
し
と
の
主
張
が
朙
確
に
引
き
寫
さ
れ
て
も
い
た
の

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
敎
義
に
抵
觸
し
か
ね
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
。

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
ま
た
ヴ
ォ
ル
フ
と
い
う
理
性
の
時
代
・
諬

主
義
形
成
朞
の
哲

學
者
が
目
に
し
た
中
國
哲
學
飜
譯
の
實
相
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
關
し
て
は
、
そ
の
硏
究
生
活
の
早
い
段
階
の
二
十
歲
歬
後
で
、

『
中
國
文

論
』
の
漢
字
の
構
成
、『
易
經
』
陰
陽
か
ら
六
十
四
卦
に
至
る
秩
序
だ

っ
た
天
地
の
生
成
、「
四
書
」
情
報
、
と
り
わ
け
『
大
學
』『
中
庸
』
の
世
界

に

つ
い
て
關
知
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
言

か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼

の
最
晚
年
の

作
が
『
中
國
自
然
神
學
論
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
象

的
な
出
來
事

で
あ
る
。
た
だ
し
遺
憾
な
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
が
具
體
的
に
「
四
書
」
の

ど
の
よ
う
な
點
に
關
心
を
も
っ
た
の
か
斷
片
的
な
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
自
ら
の
思
想
內
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
ど
の
よ
う
な
事
柄
に
親
近
感
を
も

っ
た
の
か
今
一
つ
朙
確
で
な
い
。

想
は
膨
ら
み
、
む
し
ろ
そ
れ
は

い
時
朞
に

觸
れ
た

國
の
情
報
が
發
想
の
起
爆
劑
と
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
か
、
い
や
あ
る

い
は
決
定
的
出
發
點
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
獻
的
に
實
證
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
口
を
閉
ざ
す
べ
き
で
、
新
た
な
證
據

が
現
れ
る
こ
と
を
待
つ
か
、
あ
る
い
は

然
性
の
濃
度
が
高
め
ら
れ
る
か
否
か
を

解
朙
す
べ
く
、『
中
國
文

論
』
等
の
關
連
文
獻
を
徹
底
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
た
だ
外
形
的
類
似
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

　
他
方
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
比
し
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
「
四
書
」
に

關
す
る
言
及
は
き
わ
め
て
豐
富
で
あ
る
。
彼
の

作
・
思
想
に
ひ
い
て
は
西
洋
哲

學
に
流
入
し
た
儒
敎
な
い
し
宋
朙
理
學
の
影
响
は
今
後
ま
す
ま
す
朙
確
な
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
に
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
解
朙
さ
れ
て
い
な
い
百
科
全
書
派
へ
の
儒
敎
古
典

の
影
响
や
、
初
朞
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
雄
、
レ
ミ
ュ
ザ
や
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
經
典
の
譯
文

と
、
彼
ら
自
身
が
參
照
を
朙
言
す
る
、
各
種
漢
文
㊟
釋
や
滿
州
語
と
の
照
ら
し
合

わ
せ
と
い
っ
た
作
業
は
、
ま
さ
に
未
開
の
沃
野
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。

學
際
的
な
硏
究
が
强
く
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㊟
（
１
）　
ヘ
ル
ダ
ー
は
イ
エ
ズ
ス
會
士
ら
の
ラ
テ
ン
語
譯
、
フ
ラ
ン
ス
語
譯
等
複
數
の
『
中

庸
』
譯
文
に
基
づ
き
『
ア
ド
ラ
ス
テ
ア
』
に
『
中
庸
』
の
獨
語
抄
譯
を
付
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
參
照
。Toshiro�U

eda,�̒
J.�G

.�H
erder�und�
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（
２
）　
五
來
欣
造
『
儒
敎
の
獨
逸
政
治
思
想
に
及
ぼ
せ
る
影
响
』、
早
稻
田
大
學
出
版

、

一
九
二
七
年
。

（
３
）　
後

末
雄
『

那
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
』、
第
一
書
房
、
一
九
三
三
年
。
後
『
中

國
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
』
と
改
題
さ
れ
、
平
凢
社
東
洋
文
庫
か
ら
上
下
卷
で
一
九

六
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　
堀
池
信
夫
「『
中
國
自
然
神
學
論
』
硏
究
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
中
國
思
想
」（『
哲

學
・
思
想
論
集
』�

八
、
二
七―

六
五
頁
、
一
九
八
二
年
）、「『
中
國
自
然
神
學
論
』
硏

究
序
說:

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
中
國
知

の
形
成
」（『
筑
波
中
國
文
化
論
叢
』
二
、
五

五―

七
二
頁
、
一
九
八
二
年
）、「
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
と
中
國:

『
キ
リ
ス
ト
敎
哲
學

者
と
中
國
の
哲
學
者
と
の
對
話
』
執
筆
ま
で
」（『
筑
波
中
國
文
化
論
叢
』
五
、
三
七

―

五
三
頁
、
一
九
八
四
年
）、「
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
晚
年
の
思
想:

『
キ
リ
ス
ト
敎

哲
學
者
と
中
國
の
哲
學
者
と
の
對
話
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
筑
波
中
國
文
化
論
叢
』
六
、

五
三―

六
八
頁
、
一
九
八
五
年
）、「
デ
ィ
ド
ロ
の
中
國
思
想
解
釋
に
つ
い
て
」（『
哲

學
・
思
想
論
集
』
一
五
、
五
一―

八
一
頁
、
一
九
九
〇
年
）、「『
中
國
自
然
神
學
論
』

の
「
鬼
神
」：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
朱
子
解
釋
」（『
東
洋
硏
究
』（
一
八
四
）、
一―

二

六
頁
、
二
〇
一
二
年
）。�

（
５
）　
堀
池
信
夫
『
中
國
哲
學
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
學
者
　
上
・
下
』、
朙
治
書
院
、
一

九
九
六
年
、
二
〇
〇
二
年
。

（
６
）　
井
川
義
次
「
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
『
中
國
の
哲
學
者
孔
子
』
に
關
す
る
一
考
察
」

（『
中
國
文
化
論
叢
』
第
一
二
號
、
一
九
九
二
年
）、
井
川
義
次
「
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ

と
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ―

中
國
哲
學
解
釋
を
め
ぐ
る
二
つ
の
衟―

」（『
哲
學
・
思
想

論
叢
』
第
一
一
號
、
一
九
九
三
年
）、
井
川
義
次
「
張
居
正
の
『
中
庸
』
解
釋―

「
鬼

神
」
を
中
心
に―

」（『
筑
波
哲
學
』
第
五
號
、
一
九
九
四
年
）、
井
川
義
次
「
張
居

正
の
「
天
」―

『
論
語
直
解
』
を
中
心
に―

」（『
筑
波
哲
學
』
第
六
號
、
一
九
九
五

年
）、
井
川
義
次
「
十
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
會
士
の
『
易
』
解
釋―

『
中
國
の
哲
學
者

孔
子
』
の
「
謙
」
卦
を
め
ぐ
る
㊒
神
論
性
の
主
張―

』（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第

四
八
集
、
一
九
九
六
年
）、
井
川
義
次
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
”孝“
の
解
釋
」

（『
漢
意
と
は
何
か―

大
久
保
隆
郞
敎
授
退
官
紀
念
論
集
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、

井
川
義
次
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
『
孟
子
』
の
初
譯
に
つ
い
て―

ノ
エ
ル

『
中

帝
國
の
六
古
典
』
に
お
け
る
儒
敎
解
釋―

」（『
人
閒
科
學
』
第
一
〇
號
、
二
〇

〇
二
年
）、
井
川
義
次
「
ノ
エ
ル
譯
『
大
學
』
に
お
け
る
性
理
學
の
解
釋―

『
大
學

句
序
』
と
『
補
傳
』
を
中
心
に―

」（『
人
閒
科
學
』
第
一
一
號
、
二
〇
〇
三
年
）、

井
川
義
次
「
理
性
と
天
命
─
ノ
エ
ル
譯
『
中
庸
』
と
朱
子
『
中
庸

句
』
─
」（『
人

閒
科
學
』
第
一
二
號
、
二
〇
〇
三
年
）、
井
川
義
次
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
初
め

て
の
中
國
初
等
敎
育
に
關
す
る
情
報
の
紹
介
─
朱
子
編
『
小
學
』
と
ノ
エ
ル
の
飜

譯
─
」（『
人
閒
科
學
』
第
一
三
號
、
二
〇
〇
四
年
）、
井
川
義
次
、
安
次
嶺
勳
「
十

七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
會
士
の
傳
え
る
佛
敎
情
報―

佛
敎
側
の
視
點
か
ら―

」（『
人
閒
科

學
』
第
一
八
號
、
二
〇
〇
六
年
）、
井
川
義
次
「
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る

「
孝
」
の
理
解―

ノ
エ
ル
譯
『
孝
經
』
を
巡
っ
て―

」（『
琉
大
ア
ジ
ア
硏
究
』
第
六
號
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
７
）　
井
川
義
次
『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟―

』、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年

第
一
版
、
二
〇
一
〇
年
改
訂
版
。

（
８
）　
井
川
義
次
「
鬼
神
と
ア
ウ
ラ
」（『
中
國
文
化
』
第
六
九
號
、
中
國
文
化
學
會
、
二

〇
一
一
年
）、「

き
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
朱
子
の
邂
逅:

シ
ュ
ピ
ツ
ェ
ル
『
中
國
文

論
』�

を
め
ぐ
っ
て
」（
堀
池
信
夫
編
『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
朙
治
書
院
、二
〇
一
一
年
）、

「
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
『
中
國
の
政
治
・
衟
德
學
』―

『
中
庸
』
に

お
け
る
朱
子
性
理
說
情
報
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
へ
の
流
入―

」（『
ホ
モ
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ

ー
エ
ン
ス
硏
究
』
筑
波
大
學
大
學
院
人
文
社
會
科
學
硏
究
科
、
二
〇
一
一
年
）、「
西

洋
近
代
哲
學
の
形
成
と
中
國
哲
學―

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
ヴ
ォ
ル
フ
を
軸
と
し
て―

」

（
堀
池
信
夫
、
石
川
文
康
、
井
川
義
次
編
『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア―

知
は
東
か
ら
』
朙



イ
エ
ズ
ス
會
士
を
仲
介
と
す
る
中
國
哲
學
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
入
と
そ
の
反
响

一
六
五

治
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、「
靑
年
康
德
與
中
國
哲
學―

以
比
爾

格
爾(Bilfinger)

的
中
國
哲
學

爲
背
景
』（『
西
學
東
漸
與
東
亞
近
代
知

的
形
成
與
交
流�

下
册
』、

第
四
屆
出
版
史
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
、
二
〇
一
一
年
、
六
〇
七
−六
一
四
頁
）。

（
９
）　Theophil�Spizel,�D

e re literaria sinensium
 com

m
entarius,�Theophil�

Spizel,�D
e re literaria sinensium

 com
m

entarius,�Lugd.�Bat.,�Ex�
officina�Petri�H

ackii,�1660,�pp.�130-131.

（
10
）　Theophil�Spizel,�D

e re literaria sinensium
 com

m
entarius,�pp.�

130-131.

（
11
）　
“19a�Leibniz�an�G

ottlieb�Spitzel�7
17�A

pril�1670,

”�Säm
tliche 

Schriften und Briefe,�Zw
eite�Reihe,�Erster�Band,�Academ

ie�Verlag,�
2006,�s.�65.

（
12
）　Prospero�Intorcetta,�Sinarum

 scientia politico-m
oralis,�Canton,�

1667,�G
oa,�1669.

（
13
）　Prospero�Intorcetta,�Sinarum
 scientia politico-m

oralis,�parisiis,�
1672.

こ
の
『
中
庸
』
譯
文
は
、
メ
ル
シ
ゼ
デ
ク
・
テ
ヴ
ノ
ー
『
不
思
議
な
多
く
の

旅
行
記
集
成
』（M

elchisédech�Thévenot,�Relations de divers voyages 
curieux,�Troisièm

e�partie,�Paris,�1672.

）
に

め
ら
れ
、
廣
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
知
ら
れ
た
。

（
14
）　W

enchao�Li,�Leibniz,�W
olff�und�G

.�B.�Bülffinger�–�M
etam

orphosen�
der�C

hina-T
hem

atik,�in:�A
lexandra�Lew

endow
sky�(H

rsg.):�
Leibnizbilder im

 19. und 20. Jahrhundert,�Studia�Leibnitiana�
Sonderheft�33,�Stuttgart�2004,�S.�68-69.

は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の1686
年

パ
ペ
ブ
ロ
ッ
ホ
宛
書

（G
.�W

.�Leibniz.�Säm
tliche Schriften und Briefe,�

edited�by�the�D
eutsche�Akadem

ie�der�W
issenschaften�(D

arm
stadt/

Leipzig/Berlin:�Akadem
ie�Verlag,�I,�VII,�N

r.�517

）
の
「
孔
子
關
係
者

confuciani

の
も
の
と
思
わ
れ
る
ご
ら
ん
の
中
國
の
入
門
書
」
と
い
う
言

に
お

け
る
入
門
書
と
は
、
文
脉
か
ら
見
て
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
タ
『
中
國
の
政
治
・
衟
德

學
』（Prospero�Intorcetta,�Sinarum

 scientia politico-m
oralis,�prisiis,�

in:�M
elchisédech�Thévenot,�Relations de divers voyages curieux,�

Troisièm
e�partie,�Paris,�1672,�p.�3.

）
に
違
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る―

そ

こ
で
は
孔
子
關
係
者
と
は
「
孔
子
の
娘
の
子
〔
孫nepos�ex�filia

〕、
子し

思しçu-
su

」
と
朙
言
さ
れ
る―

。

（
15
）　
歬
揭
拙

『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟―

』、
四
〇―

四
三
頁
參
照
。

（
16
）　Philippe�Couplet�et�al,�Confucius Sinarum

 Philosophus,�Paris,�
1687.

（
17
）　Christian�W

olff,�O
ratio de Sinarum

 philosophia practica,�1726,�
übersetzt,�eingeleitet�und�herausgegeben�von�M

ichael�A
lbrecht,�

H
am

burg,�F.�M
einer,�1985,�Philosophische�Bibliothek;�Bd.�369.��

（
18
）　
歬
揭
拙

參
照
。

（
19
）　
こ
の
件
に
關
し
て
は
二
〇
一
五
年
三
⺼
六
日
に
開
催
さ
れ
た
筑
波
大
學
人
文
社
會

國
際
比
較
硏
究
機
構
（ICR

）、
人
文
社
會
系
海
外
敎
育
硏
究
ユ
ニ
ッ
ト
招
致
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
を
橫
斷
す
る
哲
學―

傳
承
、
飜
譯
、
そ
し
て
變

容
」（Transm

ission,�Translation�and�Transform
ation

）
に
お
い
てJesuits�

Chinese�Philosophy�Inform
ation�and�Establishm

ent�of�the�Sinology:�
Focusing�on�C

onfucian�C
lassic�Latin�Translation�and�C

hinese-
M

anchu�Com
m

entaries

（「
イ
エ
ズ
ス
會
士
に
よ
る
中
國
哲
學
情
報
と
シ
ノ
ロ

ジ
ー
の
成
立
に
つ
い
て―

儒
敎
古
典
ラ
テ
ン
語
譯
と
漢
文
・
滿
文
㊟
釋
を
巡
っ
て

―

」）
と
し
て
發
表
を
行
っ
て
い
る
。

（
20
）　Francisco�N

oël,�Sinensis Im
perii Libri Classici Sex,�Pragae,�1711.

（
21
）　
歬
揭
拙

、
な
ら
び
に
佐

蔴
衣
「
張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
受
容
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
六
集
、
二
〇
一
四
年
）、
佐

蔴
衣
「
一
八
世
紀
西
歐
に
お
け
る
『
孟
子
』「
義
戰
」
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
筑
波



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
六
六

哲
學
』
第
二
三
號
、
二
〇
一
五
年
）、
佐

蔴
衣
「
プ
リ
ュ
ケ
に
よ
る
『
孟
子
』
受

容
と
そ
の
特

に
つ
い
て
」（『
中
國
文
化
』
第
七
三
號
、
二
〇
一
五
年)

參
照
。

（
22
）　
歬
揭
拙

參
照
。

（
23
）　
歬
揭
拙

、
三
八―

三
九
頁
參
照
。




